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１　大気汚染防止に係る項目

単位 R1 R2 R3 R4 R5

令和２年５月に、より効
率のよい貫流ボイラーを
導入することを決定して
計画準備を行っている。

令和２年５月に、より効
率の良い貫流ボイラーを
導入。設置完了し,稼動
中。

効率の良い貫流ボイラー
を引き続き使用し、配管
に保温材を装着してより
一層の熱効率化を達成。

効率の良い貫流ボイラー
を引き続き使用し、配管
に保温材を装着してより
一層の熱効率化を達成。

効率の良い貫流ボイラー
を引き続き使用し、配管
に保温材を装着してより
一層の熱効率化を達成。

２　水質汚濁防止に係る項目

単位 R1 R2 R3  R4 R5

令和１年１０月１９日に
流出防止の訓練を実施し
工場構外、海域への流出
防止、万が一海域に流出
した時のオイルフェンス
を使っての拡散防止など
の訓練を実施した。

令和２年１０月１０日に
流出防止の訓練を実施し
工場構外、海域への流出
防止、万が一海域に流出
した時のオイルフェンス
を使っての拡散防止など
の訓練を実施した。

令和3年１０月１６日に
流出防止の訓練を実施し
工場構外、海域への流出
防止、万が一海域に流出
した時のオイルフェンス
を使っての拡散防止など
の訓練を実施した。

令和4年１０月２２日に
流出防止の訓練を実施し
工場構外、海域への流出
防止、万が一海域に流出
した時のオイルフェンス
を使っての拡散防止など
の訓練を実施した。

令和5年１０月１４日に
流出防止の訓練を実施し
工場構外、海域への流出
防止、万が一海域に流出
した時のオイルフェンス
を使っての拡散防止など
の訓練を実施した。

３　自動車公害防止に係る項目

単位 R1 R2 R3 R４ R5

安全を確保しながら、よ
り環境負荷の少ないルー
トを選択し、さらに環境
に優しい運転を、教育指
導していく。

安全を確保しながら、よ
り環境負荷の少ないルー
トを選択し、さらに環境
に優しい運転を、教育指
導していく。

安全を確保しながら、よ
り環境負荷の少ないルー
トを選択し、さらに環境
に優しい運転を、教育指
導していく。

安全を確保しながら、よ
り環境負荷の少ないルー
トを選択し、さらに環境
に優しい運転を、教育指
導していく。

安全を確保しながら、よ
り環境負荷の少ないルー
トを選択し、さらに環境
に優しい運転を、教育指
導していく。

４　地球温暖化対策に係る項目

単位 R1 R2  R3 　R4 R5

燃料、原料、資材の削減
など生産の効率化をより
徹底し、環境負荷の低減
を実施していく。

燃料、原料、資材の削減
など生産の効率をより徹
底し、環境負荷の低減を
実施していく。

燃料、原料、資材の削減
など生産の効率をより徹
底し、環境負荷の低減を
実施していく。

燃料、原料、資材の削減
など生産の効率をより徹
底し、環境負荷の低減を
実施していく。

燃料、原料、資材の削減
など生産の効率をより徹
底し、環境負荷の低減を
実施していく。

５　産業廃棄物対策に係る項目

単位 R1 R2 R3  R4 R5

使用済食用油から、リサ
イクル石鹸を製造し、小
学校などの食器洗い石鹸
として使用していただい
ている。今後ともさらに
進めていく計画である。

使用済食用油から、リサ
イクル石鹸を製造し、小
学校などの食器洗い石鹸
として使用していただい
ている。今後ともさらに
進めていく計画である、

使用済食用油から、リサ
イクル石鹸を製造し、小
学校などの食器洗い石鹸
として使用していただい
ている。今後ともさらに
進めていく計画である。

使用済食用油から、リサ
イクル石鹸を製造し、小
学校などの食器洗い石鹸
として使用していただい
ている。今後ともさらに
進めていく計画である。

使用済食用油から、リサ
イクル石鹸を製造し、小
学校などの食器洗い石鹸
として使用していただい
ている。今後ともさらに
進めていく計画である。
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